
 

 

 

 

  

 

●涼風な秋気を感じる頃になってきました。 

先週から、体育発表会のための特別時間割が始まり、２年生もダンスの練習や、短距離走の練習が本格的

に始まりました。短距離走の練習では何回かタイムを計ってきました。その度に、「もっと速く走りたい。」

という子どもたち思いが膨らんでいます。スタートのしかた、腕の振り方が大事なことに気づかせ、子ども

たち一人一人が工夫して走れるように指導していきます。 

 生活科の町探検「もっと なかよし まちたんけん」は、感染予防のために各施設への訪問が出来なくなっ

たので中止にしました。そこで、上小の学区域の「地域めぐり」を学年２クラスずつに分けて実施すること

にしました。 

 算数の、「九九学習」が１０月後半から始まります。学習の最後に「九九検定」があります。担任合格後、

校長先生の前で最終検定を行い、「九九認定証」をいただくようになっています。引き続き、保護者の応援や

見守りをお願いいたします。  

１０月の行事予定   

月 火 水 木 金 土 

   １ 

安全指導 

 

⑥ 

２ 

避難訓練 

 

⑤ 

３ 

土曜授業 

引き取り訓練 

④ 

５ 

全校朝会 

(放送) 

⑤ 

６ 

 

 

Ｂ⑤ 

７ 

内科検診 

 

⑤ 

８ 

 

 

⑥ 

９ 

尿検査(二次) 

 

⑤ 

１０ 

１２ 

全校朝会 

(放送) 

⑤ 

１３ 

 

 

⑤ 

１４ 

補習日 

(５時間目) 

④ 

１５ 

 

 

⑥ 

１６ 

リハーサル 

 

⑤ 

１７ 

体育発表会 

(お弁当) 

⑥ 

１９ 
体育発表会 
振替休日 
 

２０ 

歌とお話の会 

 

⑤ 

２１ 

 

 

⑤ 

２２ 

 

 

⑥ 

２３ 

フレンドタイム 

 

⑤ 

２４ 

２６ 

全校朝会 

(放送) 

⑤ 

２７ 

就学時健康診断 

 

④ 

２８ 

図書委員会発表 

集会(放送) 

⑤ 

２９ 

 

 

⑥ 

３０ 

オリエンテーリ

ング(給食) 

⑤ 

３１ 
 
 
 
 

☆ 体育発表会は６時間授業でお弁当が必要です。 ☆オリエンテーリングは給食ありでお弁当なしです。 

☆ ３０日のオリエンテーリングの持ち物等は、後日配布されるしおりを参考にしてください。 



１０月の学習予定  

国 語 ・どうぶつ園のじゅうい・お手紙 ・主語と述語に気を付けよう・秋がいっぱい 

算 数 
・ひき算のしかたをかんがえよう ・さんかくやしかくの形をしらべよう  

・新しい計算を考えよう 

生 活 ・大きくなあれ わたしの野菜  ・うごくうごく わたしのおもちゃ  

音 楽 ・音楽でみんなとつながろう 

図 工 ・ナイトサファリ ・気球にのって ・粘土あそび 

体 育 ・表現リズム遊び  ・走の運動遊び  

道 徳 ・勤労、公共の精神 ・規則の尊重 ・個性の伸長 

 

 

☆国語と算数は教科書の下巻に入ります。記名後一旦集めますので、１０月３日(土)までに持たせて下さい。   

☆体育発表会の衣装についてですが、２年生は、体育着で表現を行う予定です。衣装の用意は必要ありません。 

☆九九カードについて☆ 

  いよいよ、九九の学習が始まります。九九カード一枚一枚に出席番号を記入してください。  

担任の指示がありましたら学校に持たせて下さい。 

かけ算の学習について 

  

授業では、式の意味を理解することや、九九の答えを導き出す学習が中心となります。 

 A ○○○  ○○○  ○○○  ○○○・・・・３×４  ○ 

 B ○○○○  ○○○○  ○○○○  ・・・・・４×３  × 

 

  かけ算の意味 （１つ分のかず）×（いくつ分）＝（ぜんぶの数） 

        

       家庭学習では、九九を覚えます。繰り返し練習することが大切です。 

 

 

 

◎始めから順番に（すらすら）→逆→◎バラバラ→◎校長室で検定 

 

学習する順番 ５の段→２の段→３の段→４の段→６の段→７の段→８の段→９の段→１の段  

見て唱える、表をいつも見えるところに貼って答えを隠して練習  

カードで練習、すらすら言えるまで何度も練習、カードをまぜて練習   

 子どもが４人います。みかんを１人に３こずつ入れものに入れてくばります。     

くばるみかんの数をもとめるしきを書きましょう。 

Ａも B も答えは同じですが、

Ｂの式だと１つ分の数(一人

に配るみかんの数)が４こ

で、３人に配ることになってし

まいます。そのために問題

文とは異なった式になってし

まいます。 


